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発注図・完成図の図面ファイルを登録する方法を説明します。 
必要がないのに多くの作業時間を割いてしまうことがないように、以下の点は特に注意をしてください。 
いずれもガイドライン・基準や、工事によっても内容が異なる場合があるため、詳細不明な場合は発注元に確認をしてください。 

13 図面の登録 

登録する図面のフォーマット形式（拡張子） 
  図面ファイルのフォーマット形式は、「.sfc」や「.p21」、「.dxf」「.jww」をはじめ多くの種類がありますが、 
 作図・作成したフォーマット形式が『電子納品成果として使用可能かどうか』を再度確認してください。 
  例えば「CAD製図基準 平成29年3月 国土交通省」では、「SXF（P21）形式とする」、 
 「圧縮したSXF（P2Z）形式も本基準の対象とする」と記載があり、フォーマット形式が指定されています。 

CAD製図基準に則った作図が必要かどうか 
  発注図データがCAD製図基準に則っていない場合など、 
 必ず完成図をCAD製図基準に則って作成しなくてはいけないとは限りません。 

登録する場合の登録先フォルダ 
  本来、発注図データは「発注図」（DRAWINGS）フォルダ、「完成図」（DRAWINGF）フォルダへ登録しますが、 
 「その他」（OTHRS）フォルダへの登録を要求される場合があります。 
 （「その他」フォルダへの登録方法は「3-3 その他フォルダ（OTHRS）への登録」を確認してください。） 
  なお、「発注図」「完成図」へ登録した場合は、レイヤ名や線幅などの詳細内容についてもチェック対象になります。 
 「その他」へ登録した場合は、対象となりません。 
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ここでは、P21ファイルを完成図として「DRAWINGF」フォルダに登録する方法と、 
登録済のファイルを削除する方法について説明します。 

 

 

13-1 図面の登録 

 登録するファイルを画面左上の『ここにファイルをドロップしてください』の枠内へドラッグアンドドロップします。 

 資料の種類を選択します。 
画面上の［完成図面］タブをクリックします。 

ドラッグアンドドロップ 

1 

この枠内にドロップします。 

2 

 

 

これから登録しようとしているファイルが表示されます。 

■登録する方法 
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 ツリー上の［完成図面］以下から該当する図面の種類を選択します。 

［規定フォルダまたは成果の選択］がオンに 
なっていることを確認します。 

3 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

5 

6 

［OK］をクリックします。 

4 
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 図面ファイルから自動取得する情報を 
選択します。 

 詳細が不明の場合は、右図のとおりの設定に 
することをおすすめします。 

 
［はい］をクリックします。 

 登録作業はこれで終わりです。 
7 

 

 

9 

入力すべき管理項目や 
自動取得された内容を確認できます。 

 画面中央の［管理項目］をクリックして 
入力すべき管理項目や 
自動取得された内容を確認・修正します。 

 登録作業はこれで終わりです。 

8 
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画像付き（ラスタ付き）の図面データについて 

各CADプログラムの表示画面 

出力されるファイルは2つ 

  
補足 

地図や写真などの画像データが使用されている場合、p21（sfc）データを扱うにあたって注意が必要です。 
p21（sfc）のフォーマット形式は、その性質上、使用されている画像データは別ファイルになります。 

平面図.P21 平面図1.tif 

と P21に変換出力 

拡張子が「.p21（.sfc）」には『文字や線などのCADデータ』のみ、 
拡張子が「.tif」などには『画像データ』のみが保存されています。 
（各CADプログラムはこのデータを一緒に読み込んで図面1枚に表示しています。） 

［電子納品ツール］プログラムに画像付きの図面データを登録する場合は、 
拡張子が「.p21（.sfc）」のデータのみを［ファイル登録コンシェルジュ］にドラッグアンドドロップします。 
（図面に画像が付いていることは［電子納品ツール］プログラムが自動読み取りします。） 
画像データもドロップした場合、画像データも1つの図面データとして登録されます。 

「.p21（sfc）」ファイルのみドロップ 

ドラッグアンドドロップ 

ドラッグアンドドロップ 

画像ファイルも一緒にドロップ 
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発注図の登録方法について 
  
補足 

「発注図」（DRAWINGS）フォルダへの発注図データは、完成図とほぼ同じ手順でおこなえます。 
手順が異なるのは、ファイルをドロップ後に表示される［ファイル登録コンシェルジュ］画面で、 
［発注図］タブをクリックする部分のみです。 

 

 

図面種類の選択肢は 
完成図のものと同じです。 
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登録した図面の削除は、『オリジナルファイル（P21などの実ファイル）』の削除でおこないます。 
「打合せ簿」（MEET）フォルダや「施工計画書」（PLAN）フォルダとは異なり、管理情報の削除は不要です。 

■削除する方法 

1 

  ツリーから図面が登録されているフォルダを 
クリックします。 

 

 

 

 

 画面中央あたりの［ファイル］を 
クリックします。 

2 

 

 

 削除する図面ファイルを右クリックします。 
右クリック 3 
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クリック後、ファイルが削除されます。 

 表示されるメニューの［削除］をクリック 
します。 

4 

5 

［はい］をクリックします。 
 削除作業はこれで終わりです。 
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画面例のように表示されている場合、以下の方法を操作して、 
出力前に『図面の順番と、それに応じた図面番号を振り直す』ことをおすすめします。 

1 

図面の表示順（図面番号）の並べ替えについて 

（次ページへ続きます） 

  
補足 

［電子納品ツール］プログラムでは、図面データを登録後、 
一旦は登録した順でファイルが表示され、電子納品成果出力時のファイル名がつけられます。 

登録後、横断図が希望どおりの
並び順になっていない例 

 

 画面中央あたりの［ファイル］を 
クリックします。 

 

 

 

 

［登録ファイル名］［実ファイル名］が 
表示されている欄で右クリックします。 

 右クリックは、ファイルを選択した状態でも 
その下の空白部分でも どちらでも構いません。 右クリック 2 
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 表示されるメニューの［並べ替え］を 
クリックします。 

 

 

3 

 並べ替えるファイルをクリック後、 
［上へ］［下へ］をクリックして 
希望の並び順になるように操作します。 

4 

「元ファイル名」 
 ＝パソコンの中に保存されているデータ名 

こちらを確認しながら並べ替えます。 

「ファイル名称」 
 ＝電子納品成果出力時のファイル名 

 

 
（次ページへ続きます） 
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 並べ替え（ファイル名称の振り直し）をおこなう対象を選択します。 

 チェックボックスをオンにした項目のみ反映されます。 

 
［実行］をクリックします。 

5 

6 

 

 
 結果を確認して作業を終わります。 

7 


